
中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ノ、

ン
ブ
タ
ン
(

入

〉

1

1
第
十
三
世
紀
初
葉
以
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
域
都
市
と
沿
海
都
市

i
i

田

中

正

義

五

一
五
四
年
十
月
二
十
五
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ス
テ
ィ
イ
ヴ
シ
捜
し
て
、
か
の
へ
ン
リ
一
世
の
娘
マ
テ
イ
ル
ダ
が
そ
の
十
一
歳
年
少

の
二
度
目
の
夫
ア
ン
ヂ
ュ

i
伯
ジ
ョ
フ
ロ
ア
と
の
あ
い
だ
に
儲
け
た
る
当
年
二
十
一
歳
の
ア
ン
リ
は
、
前
年
十
一
月
彼
が
ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン

と
の
聞
に
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
於
て
取
り
決
め
た
る
誓
約
(
本
誌
、
第
三
十
六
巻
第
三
号
一
九
一
頁
)
に
基
き
、
十
二
月
七
日
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

の
バ
ル
ブ
ル

I
ル
切
再
出
。
日
を
出
帆
、
翌
八
日
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
に
上
陸
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
都
市
民
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
ロ
ン
ド
ン

に
到
り
、
十
九
日
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
寺
院
に
お
い
て
キ
ヤ
ン
タ
ペ
リ
大
司
教
ス
ィ
オ
パ
ル
ド
(
前
出
)
に
依
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の

王
冠
を
授
け
ら
れ
た
。
プ
ラ
ン
タ
デ
ニ
ト
朝
初
代
の
へ
ン
リ
ニ
世
田

g
ミ
ロ
守
・

H
H
E
t∞
∞
〉
の
即
位
、
是
れ
で
あ
る
。

彼
は
、
前
述
の
ご
と
く
一
一
五

O
年
以
来
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
ハ
本
誌
、
前
よ
箇
所
参
照
)
、

即
位
以
前
す
で
に
父

ジ
ョ
フ
ロ
ア
の
死
(
二
五
一
)
後
は
ア
ン
ヂ
ュ

l
伯
の
領
地
を
も
相
続
し
て
居
り
、
更
に
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
七
世

F
S山
田
〈
口
(
円
・
ロ

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
シ
(
八
〉

一一一一一
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ωU可

i
g
)
と
離
婚
せ
る
ば
か
り
の
・
元
来
ア
キ
テ

l
ヌ
公
の
女
子
相
続
人
た
る
・
彼
よ
り
十
一
歳
年
長
の
エ
レ
オ
ノ

i
ル
l

ダ
キ
テ

l
ヌ

(
哨
)

一
一
五
二
年
に
電
撃
的
に
結
婚
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
ア
キ
テ
l
ヌ
公
と
し
て
ロ
ワ

l

巴
b
o
g
g
a
w〉
門
官

-
S
E
O
(
H
H
N
M
l
H
N
o
b
と、

ル
河
以
南
の
ア
キ
テ

l
ヌ
地
方
l

lポ
ア
ト
ゥ
・
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
・
ガ
ス
コ

l
一
二
に
支
配
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
当
時
イ
ン

一
面
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
封
建
領
主
ア
ン
リ
と
し
て
、
/
ル
マ
ン
デ
ィ
以
南
ピ
レ
、
千
l

山
脈
に
至
る
ま
で
の

同
国
の
西
半
部
に
広
大
な
る
土
地
を
領
有
し
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
所
領
は
遥
か
に
彼
の
封
主
た
る
カ
ペ

l
王
家
の
上
に
出
で
た
の

グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
二
世
は
、

で
あ
る
。
斯
く
で
ほ
ぼ
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
半
ば
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
を
蔽
っ
て
樹
ち
立
て
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ
デ
ニ
ト
朝
の
支
配
は
、
前
世

紀
以
来
腫
史
家
た
ち
に
依
つ
で
「
ア
ン
デ

z
l
帝
国
」

Q
Z
h
F
D問。
i
D
開

B
1
3
L
w
o
g立
3

8伺
o
i
s
の
名
を
以
て
称
ば
れ
て
居
る
。

然
し
乍
ら
、
愛
に
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
夫
れ
は
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
い
ま
斯
か
る
巨
大
な
る
複
合
国
家
!
所
謂
ア
ン
デ
品

l
帝

国
の
一
部
を
構
成
し
た
と
は
一
言
え
、
抑
と
大
陸
に
お
け
る
ア
ン
ヂ
ュ

i
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
る
異
質
的
な
所
領
辞

l
iノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
メ

1
ヌ
・
ア
ン
ヂ
ュ
!
・
ト
ゥ
レ

I
ヌ
・
ポ
ア
ト
ゥ
・
ギ
ュ
イ
エ
ン
ヌ
・
ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
等
と
は
自
ら
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
ニ
含
HMtq.

を
有
し
た
、
と
一
再
う
こ
と
、
即
ち
是
れ
で
あ
る
。
第
一
に
、
大
陸
に
お
け
る
ア
ン
ヂ
ュ

i
家
の
諸
領
地
が
も
と
こ
と
ご
と
く
フ
ラ
ン
ス
王

よ
り
典
え
ら
れ
た
知
行
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
然
ら
ず
し
て
、
ヘ
ン
リ
は
此
処
で
は
王
を
称
え
得
、
そ
の
限
り
に

(
掛
)

於
て
彼
は
彼
の
大
陸
に
お
け
ろ
諸
領
地
の
封
建
的
宗
主
権
者
た
る
フ
ラ
ン
ス
王
と
い
ま
対
等
な
る
資
格
を
主
張
し
得
た
か
ら
で
あ
る
。
当

時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
年
代
記
作
者
た
ち
は
、
か
の
つ
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
年
代
記
」
が
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
を
嘆
き
悲
し
ん
で
居

る
の
と
は
凡
そ
対
蹴
的
に
、

ア
ン
デ
ュ

l
家
の
支
配
に
些
か
も
不
服
を
唱
え
て
は
居
ら
ず
、

へ
ン
リ
二
世
は
彼
等
に
依
っ
て
い
ま

偽

m

凶ロ

k
r
Dぬ

6
4
E
-
E
2
-。
官
、
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
代
々
の
ア
ン
ヂ
ュ

l
伯
に
由
来
す
る
・
大
陸
に
お
け
る
彼
れ
へ
ン

リ
の
父
方
の
相
続
財
産
が
此
処
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
当
時
低
く
評
価
せ
ら
れ
た
一
方
、
生
涯
そ
の
前
夫
神
聖
ロ

l
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五



世
の
寡
婦
を
以
て
任
じ
て
ア
ン
デ
デ
l
伯
把
で
は
な
く
皇
后

C
S守
ミ
ミ
え
る
を
号
し
た
と
こ
ろ
の
マ
テ
イ
ル
ダ
を
通
し
て
、

{
捌
)

リ
こ
そ
は
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
の
代
々
の
王
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
強
調
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、

彼
れ
へ
ン

二
五
四
年
十
二
月
十

九
日
そ
の
戴
冠
式
の
直
後
に
発
給
せ
る
チ
ャ
!
タ
に
お
い
て
、
彼
の
「
祖
父
」
(
き
ま
ミ
ま
)
l
lす
な
わ
ち
マ
テ
イ
ル
ダ
の
父
な
る
へ
ン

(
制
)

リ
一
世
が
そ
の
「
即
位
に
際
し
て
の
チ
ャ

l
タ
」
に
於
て
エ
ド
ワ
ァ
ド
償
悔
玉
の
法
の
道
守
と
と
も
に
之
を
是
認
し
た
る
と
こ
ろ
の
諸
特
権

(
町
民

F
m
『H
Q
N

向
。
と
慣
習
的
諸
貢
租
の
免
除
権
〈

S両道的
3
3
M
寝
室
忌
言
。
と
を
再
確
認
し
、
且
つ
へ
ン
リ
一
世
が
非
と
せ
る
と
こ
ろ
の
一
切
の

{
御
)

悪
し
き
習
慣
(
色
遣
さ
さ

Nag句
室
長
志
向
旬
〉
〔
財
政
上
の
取
立
て
に
関
す
る
〕
を
廃
止
す
る
旨
一
般
的
に
宣
言
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
伝

統
的
に
一
一
八

O
|八
九
年
の
間
最
高
判
官
の
地
位
に
在
り
し
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
何
回
ロ
ロ
ロ
民
営

g
s
i
-
-
(
S
-
E
g
i
g〉
の
一
一
八
九

年
頃
の
作
と
さ
れ
る
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
法
並
び
に
慣
習
論
』
ハ
守
『
RNG刊
誌
伺
母
目
町
内

s
s
m
N
S言
電
立
忌
3
3
5
志
向
丘
み
忍
由
民
同
意
叫

h
v
a
p
フ

C
N
S官民
N
E
S
S
Eる
に
引
用
せ
ら
れ
た
、
い
ま
そ
の
大
多
数
が
州
奉
行
宛
の
王
の
書
簡
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
令
状

QS3.HU
守
宮
司
令

』

v
h
d司
門
戸
叶
)
を
通
じ
て
窺
わ
れ
る
所
の
そ
の
指
令
の
断
乎
さ
・
決
然
さ
に
お
い
て
、
彼
れ
へ
ン
リ
一
一
世
は
確
か
に
彼
の
祖
父
へ
ン
リ
一
世
の

精
神
を
以
て
行
動
し
つ
つ
あ
り
、
そ
こ
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
、
又
代
々
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

サ
グ
ソ
ン
諸
王
の
堂
々
た
る
勢
威
を
再
現
し

(
揃
)

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
王
の
通
達
を
遠
隔
の
地
域
に
周
知
徹
底
せ
し
め
る
手
段
と
し
て
い
ま
令
状
を
用
い
る
と
云
う
こ
と
は
、
ア
ン
グ
ロ

ウ
l

サ
グ
ソ
ン
時
代
に
淵
源
し
、
へ
ン
リ
二
世
時
代
の
新
機
軸
は
唯
そ
の
令
状
の
文
書
様
式
が
定
型
化
せ
ら
れ
複
製
可
能
な
も
の
と
な
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
ず
、
多
分
ア
ル
フ
レ
ド
大
王
時
代
以
降
、
そ
し
て
確
実
に
第
十
世
紀
〔
エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
の
治
世
(
九
七
八
1

(
雌
)

一
O
一
占
ハ
〉
〕
か
ら
は
、
玉
は
彼
の
令
状
を
通
し
て
訴
願
人
に
対
し
保
護
の
手
を
加
え
た
の
で
あ
っ
た
。

へ
ン
リ
二
世
の
令
状
の
断
乎
た
る

命
令
口
調
(
胃

2
8日比
oミ
件
。
ロ
ろ
は
へ
ン
リ
一
世
の
夫
れ
を
た
だ
鶴
鵡
返
し
に
繰
り
返
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、

{
櫛
)

世
の
夫
れ
は
又
夫
れ
で
遥
か
に
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

サ
ク
ソ
ン
の
先
例
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

へ
ン
リ

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ツ
ブ
タ
ン
(
八
)

一一一一一一一
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然
ら
ぱ
、
へ
ン
リ
は
い
ま
ほ
か
な
ら
ぬ
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
王
と
し
て
抑
と
客
観
的
に
如
何
な
る
存
在
で
あ
っ
た
か
。
夫
れ
は
、
前
記
『
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ル
』
に
お
け
る
次
の
ご
と
き
記
述
が
之
を
瞭
ら
か
に
示
じ
て
い
る
。
日
〈
、
吋
王
国
の
慣
習
に
従
ひ
合
同
町
民
雪
~
s
a
n
c
a
w刊誌芯ふ・

二
一
一
四

ミミ
H

『

h
h
s
o
、
い
ま
若
し
〔
最
高
U

調
主
た
る
王
(
号
室

E
M
1
2
)
或
い
は
又
彼
の
門
代
理
人
た
る
〕
最
高
判
官
な
S
刊誌
5
3
R
E史
的
)

よ
り
出
づ
る
所
の
令
状
に
じ
て
存
せ
ざ
れ
ば
、
な
に
び
と
も
、
彼
の
領
主
の
法
廷
(
円
程
可
営
吾
ぎ
な
む
に
於
て
被
の
如
何
な
る
自
由
保
有
地

(
櫛
)

n
r
x芸
さ
な
ま
さ
き
を
S
U
に
関
L
で
も
答
鶴
間
(
ミ
師
、
室
、

svす
る
の
義
務
を
有
せ
ず
。
」
と
ο

且
忘
れ
は
-
換
言
す
れ
ば
、
民
事
訴
訟
事
件

に
於
て
、
或
る
封
臣
の
権
原

(
E
Z
)
は
彼
の
領
主
の
法
廷
に
於
て
王
の
権
威
に
拠
つ

h

て
初
め
て
尋
向
せ
ら
れ
得
だ
こ
と
を
意
味
じ
て
居

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
そ
の
根
拠
は
、
玉
が
本
来
十
す
べ
て
の
自
由
民
並
び
に
自
由
土
地
保
有
の
封
建
的
宗
主
権
者
で
あ
づ
た
と
乙
ろ

に
存
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
っ
で
は
王
を
以
て
す
八
て
の
自
由
民
の
封
建
的
宗
主
権
者
と
考
え
忍
所
の
慣
習

(
却
)

が
既
に
久
し
く
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
斯
か
る
「
自
由
民
L

と
は
い
っ
た
い
何
者
で
あ
っ
た
か
。
自
由
民
が
へ
ン
リ
ニ
世
時
代
に
於
て
ナ
N
[

よ
れ
で
先
ず
ノ
ル
マ
ン
系
の
諸

領
主
(
聖
俗
の
バ
ロ
ン
・
ナ
イ
ト
)
を
意
味
し
た
こ
と
は
、
王
が
一
一
五
五
i
六
二
年
の
問
に
イ
ン
ダ
-
7
3
ド
の
彼
の
附
認
作
た
ち
其
の

他
に
宛
て
て
発
給
じ
た
所
の
↓
令
状
の
中
に
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
聖
ス
ウ
ィ
ズ
ィ
ン
修
道
院
ハ
前
出
u
の
院
長
並
び

ι修
道
僧
た
ち
を
し
で

た
れ

「
彼
等
の
何
ら
か
の
保
有
地
令
室
町
さ
き
雪
さ
)
に
関
す
る
肢
の
制
定
法
に
反
ナ
る
形
に
て
ハ
8
3円
高
町
立
ミ
泣
き
さ

S
S〉
誰
か
戎
る
イ
ン
グ

リ
シ
ュ
マ
ン
(
入
山
3
h
N
札
主
的
〉
の
訴
訟
申
立
て
に
依
り
訴
へ
ら
る
る
が
如
き
こ
と
な
か
ら
し
む
べ
し
、

i
lい
ま
若
し
当
該
イ
ン
グ
リ
シ
ュ
マ

シ
に
し
て
彼
自
身
〔
の
宣
誓
ム
誼
言
〕
に
依
り
て
か
将
又
彼
の
祖
先

(
S
H
R
S
gふ
〔
の
讃
拠
〕
に
依
り
て
、
朕
の
祖
父
へ
ン
リ
〔
守
山
巴
王

(
制
)

の
生
き
且
つ
死
に
給
ひ

L
所
の
年
ま
た
日
・
或
い
は
そ
の
後
よ
り
生
ぜ
る
所
の
占
有
権
(
S
P
R
b
)
の
申
立
て
を
為
す
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
。
」

と
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
明
白
か
に
示
唆
せ
、
り
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
此
処
で
謂
う
と
ζ

ろ
の
イ
一
ン
グ
リ
シ
ュ
マ
シ
と
は
ノ
ル
マ
ソ
人



(
御
)

と
区
別
せ
ら
れ
る
「
土
着
民
」
ハ
言
及
言
。
の
謂
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
又
彼
は
通
常
農
奴
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
当
時
、
「
自
由
民
」
は
、
ノ
ル
マ
ン
系
の
諸
領
主
ハ
聖
俗
の
バ
ロ
ン
・
ナ
イ
ト
〉
じ
限
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

マ

ナ

わ
れ
わ
れ
は
、
此
処
で
、
か
の
ぺ
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
調
査
」
当
時
(
一

O
八
六
)
ノ
ル
マ
ン
系
の
領
主
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
荘
園
(
遺
言
・

3
.
S
S〉
に
お
い
て
、
「
土
着
民
」
た
る
・
直
接
耕
作
に
従
事
す
る
土
地
保
有
農
民
中
に
、
そ
の
基
幹
を
な
す
所
の
》
ミ
ぎ
ミ
《
と
区
別
せ
ら
れ

て
》
志
向
ミ
ど
さ
ミ
旬
《
と
称
せ
ら
れ
た
る
者
が
、
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
。
彼
等
は
、
当
時
こ
の
国
の
全
世
帯
数
二
八
一
ニ
、
ニ
四

(
倒
)

二
戸
の
う
ち
い
ま
ウ
ィ
ラ
l
ニ
が
一

O
八
、
四

O
七
戸
を
算
す
る
と
き
、
一

O
、
O
九
七
戸
を
算
え
、
元
来
社
会
系
譜
的
に
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

(
叫
)

サ
グ
ソ
ン
時
代
の
チ
ェ
オ
ル
ル
自
由
農
民
の
末
育
に
当
る
者
を
表
わ
し
た
の
で
あ
る
が
、

へ
ン
リ
が
、

一
一
七
六
年
、
彼
の
さ
さ
に
発
布

せ
る
「
ク
ラ
ラ
ン
ダ
ン
勅
令
」
(
己
お
〉
印
回
目
N

O

O同

2
2
8
a。
P

口
出
品
〉
を
更
新
・
強
化
す
る
形
で
発
布
し
た
所
の
「
ノ

i
サ
ン
プ
タ
ン

ハA
E
M〉

勅
令
」
(
叶

g
k戸
田
包
括

E
Z
0
3
}岡山
B
H
U
H
O
ろ
を
見
る
に
、
其
の
第
六
僚
に
於
て
、
主
の
巡
回
裁
判
官
た
ち
に
対
し
、
被
等
が
、
向
後
王
国

に
留
ま
ら
ん
と
欲
す
る
す
べ
て
の
者
、
す
な
わ
ち
伯
た
ち

(g透明.円札。、

バ
ロ
ン
た
ち
、

ナ
イ
ト
た
ち
、

自
由
土
地
保
有
者
た
ち

Q
m悶ミ

な
お
き
な
る
か
ら
、
真
に
は
又
隷
農
た
ち
(
き
た
明
る
か
ら
さ
え
も
、

1

1
〔
最
高
〕
領
主
た
る
玉
に
対
す
る
忠
誠
の
誓
い
(
」
足
両
足
立
問
。
を

受
く
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
れ
に
由
っ
て
観
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
へ
ン
リ
二
世
時
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て

は
、
ノ
ル
マ
ン
系
の
諸
領
主
以
外
に
、
そ
こ
に
隷
農
と
は
区
別
せ
ら
れ
る
・
而
も
な
お
隷
農
同
様
「
土
着
民
」
た
る
所
の
「
自
由
土
地
保
有

者一」

1
1
a
「
自
由
民
」
が
瞭
ら
か
に
存
在
し
た
る
事
実
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
更
に
又
、
一
一
八
一
年
へ
ン
リ
が
曽
て
ア
ン
グ
ロ
ウ
I

サ

ク
ソ
ジ
時
代
チ
ェ
オ
ル
ル
自
由
民
の
形
成
せ
る
人
民
事

Q
ハ
竜
丸
)
を
封
建
的
召
集
軍
を
補
充
す
る
有
効
な
る
軍
隊
と
し
て
復
活
・
強
化
せ

し
め
ん
と
意
図
し
て
発
布
せ
る
所
の
「
武
装
勅
令
」
(
吋

Z
〉
印
目
印
刷
。
丘
〉
吋
日
与
を
見
る
に
、
い
ま
主
の
統
帥
の
も
と
王
国
の
「
国
防
の
た

め
す
べ
て
の
自
由
民
が
各
と
そ
の
身
分
・
資
力
に
応
じ
て
平
素
武
器
・
軍
装
を
整
え
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
所
の
此
の
勅
令
の
第
三
僚
に

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
八
)

五



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

二一一六

は
、
「
す
べ
て
の
都
市
民
、
自
由
民
の
総
体
を
し
て
、
数
着
の
刺
し
子
縫
ひ
の
短
き
上
衣
ハ
さ
ぬ
き
守
口
叫
心
、
一
個
の
鉄
製
の
軍
帽
守
b
h
玄
室
尽
き

も
ミ
同
泣
き
)
、
一
筋
の
槍

(
N
Q
S
h
S
)
を
所
持
せ
し
め
よ
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
此
処
で
は
、
自
由
民

(
S向ミ
E
S
S
S
)
と
並
ん
で
、
そ

ζ

に
都
市
民
(
宮
司
、
一
喝
お
ね
る
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
依
っ
て
特
に
控
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
は
既
に
自
由
民
の
聞
に
お
け
る
ノ
ル
マ
ン
系
・
土
着
民
系
の
区
別
は
又
漸
く
消
滅
の
機
運
に

向
い
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

へ
ン
リ
二
世
の
治
世
年
間
、

一
一
五
八
年
乃
至
一
一
六

O
年
よ
り
其
の
死
に
至
る
ま
で
王
の
財
務
府

長
官

Q
E
Sき
さ
な
ま
)
の
要
職
に
在
っ
た
と
こ
ろ
の
、
阿
佐
冨
丘

m
R
Z紅
巳

(
3・
H
H
ω

。t
u
S
が
一
一
七
七
七
九
年
の
聞
に
書
い
た

と
推
定
さ
れ
る
、

一
匿
名
氏
の
著
作
》
b
ミ
q
h
g
b
い
一
宮
町
内
日
ミ
え
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
有
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

(
k
g
h
N
E
C
と
ノ
ル
マ
ン
人

(~ε
ー
さ
さ
な
)
と
が
一
一
緒
に
居
住
守
口
p
b
宮
内
む
と
ら
し
、

一
方
が
他
方
よ

り
妻
を
姿
り
、
結
婚
生
活
で
互
ひ
に
歩
み
寄
っ
て
ゐ
る
当
節
で
は
、
両
民
族
会
Q
H
札
巴
語
。
は
、
誰
が
そ
の
生
れ
に
お
い
て
イ
ン
グ
リ
シ
ュ

(
み
も
古
る
で
あ
り
、
誰
が
ノ
ル
マ
ン
ハ
手
、
き
き
ま
)
で
あ
る
か
、
最
早
殆
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
い
守
党
丸
町
内
ミ
ミ
吉
良
町
)
ほ
ど
に

〔
い
ま
自
由
民
に
限
っ
て
き
口
ふ
な
ら
ば
(
守
口
宮
唱
す
な
宮
ミ
)
〕
入
り
混
じ
っ
て

Q
聖
書
.
江
町
)
ゐ
る
、
ー
ー
も
ち
ろ
ん
、

隷
農
(
又
NNQ
ミ
)

と
称
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
、
彼
等
の
主
人
が
異
議
を
申
立
て
る
な
ら
ば
彼
等
の
境
遇
を
変
更
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
の
、
農

(
制
)

奴
官
舎
内
司
事
町
史
的
)
を
除
い
て
の
一
一
両
だ
が
。
」

此
の
意
味
に
お
い
て
今
を
距
る
こ
と
一
世
紀
余
の
む
か
し
ご
八
六
七
)
か
の
ス
ダ
ブ
ズ
が
い
み
じ
く
も
喝
破
し
た
る
ご
と
く
、

へ
ン
リ

二
世
時
代
こ
そ
は
ま
さ
し
く
「
門
民
族
的
〕
揮
融
の
時
代
」
(
忌
叩
宮
ユ
包
丘
町
wB丸
岡
山
自
注
目
。
る
で
あ
っ
た
、

(
川
町
)

あ
る
。

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

そ
し
て
、

当
時
、

誰
が
ノ
ル
マ
ン
で
あ
り
、
誰
が
イ
ン
グ
リ
シ
ュ
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
一
つ
の
理
由

は
、
抑
と
比
の
時
代
殆
ど
の
自
由
民
が
、

リ
チ
ャ
ア
ド
と
か
、

ロ
バ
ァ
ト
と
云
っ
た
ぽ
。
ロ
'
閉
口
何
日
山
田
町
句

2
8ロ
包
ロ
mHB叩
叱
を
用
い
た
と



こ
ろ
に
在
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
此
の
点
を
以
下
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
に
就
い
て
み
て
み
よ
う
。

前
引
の
オ
ロ

l
フ
l

フ
ォ
ン
l

フ
ァ
イ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
博
士
は
、
「
ウ
イ
ン
タ
ン
l

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
の
第
一
部
・
第
二
部
を
通
し
て
其

H
N

・
開
・
〉
|
|
一

O
六
六
年
、
第
一
部
の
成
立
時
点
た
る
ほ
ぼ
一
一
一

O
年
、
第
二
部
の
成
立
時
点
た
る
一
一
四
八
年
、

処
に
見
出
さ
れ
る
限
り
の
自
由
土
地
保
有
者
"
都
市
民
の
個
人
名
を
、
第
一
部
の
記
述
に
内
包
せ
ら
れ
た
エ
ド
ワ
ァ
ド
横
悔
王
時
代
ハ
円

の
三
時
点
に
つ

ヂ
ョ
ン
王
岡
山
口
肉
M
o
g
(吋
-
H
H
u
u
t
M
M
H
由
)
の
治
世
年
聞
の
一
二

O
七
年
に
、

い
て
、
具
さ
に
一
言
語
学
的
"
語
源
学
的
に
検
討
し
、
更
に
第
二
部
の
成
立
時
点
よ
り
二
世
代
を
経
過
し
た
、

ハ
ン
プ
シ
ァ
の
州
奉
行
の
た
め
原
告
保
誼
人
(
な
包
常
国
)

へ
ン
リ
二
世
の
二
代
あ
と
の

と
し
て
奉
仕
せ
る
所
の
、
当
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
よ
自
由
土
地
保
有
者
"
都
市
民
の
名
簿
〔
河
口
町
民
忠
弘
司
♀
笠
な
ミ
忠
三
宮
崎
:
:
:
岡
崎
送
、
.

~
同
町
内
帆

h
h
q
M
N
A
N
3
3
m句
"

包・

σ可
吋
・
ロ
・
国

MHauス
月
四
円

O
E
n
o
B自広回目。
P
同∞
ω
3・
3一

.
品
目

N
1
吋
・
所
収
〕
に
現
わ
れ
来
た
る
人
名
三
八
三

(
川
町
)

に
つ
い
て
も
同
様
言
語
学
的
n

語
源
学
的
な
分
析
を
加
え
た
結
果
を
、
左
掲
の
ご
と
き
表
に
纏
め
て
い
る
。

一O
六
六

ca. 

一一一

O

一
一
四
八

一二
O
七

土

着

人

名

七
一
・
三
%

三
七
・
九
Mm

三
四
・
一
ニ

wm

一
七
・
六
Mm

外

国

人

名

二
八
・
七
勿

六
二
・
一
%

六
五
・
七
Mm

八
二
・
四
Mm

同
教
授
の
謂
う
所
の
「
外
国
人
名
」
と
は
、

の
「
土
着
人
名
」
以
外
の
す
べ
て
の
も
の
ー
ー
そ
の
裡
に
極
く
少
数
の
未
解
明
の
も
の
を
含
む
、
の
。

E
E
g
E
の
耳
目
山
富
山
口
h

目
σロ
g
r

の
B
o
w
-
F
m
H
F
R
O庄
司
吋
叩
ロ
nvσ
百戸出

-gghωgロ門日吉田
4
E
R
n
o
E
n
の
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
包
括
し
て
い
て
、

そ
の
場
合
、

主
と
し
て
オ
ウ
ル
ド
I

イ
ン
グ
リ
シ
ュ
の
母
音
が
語
幹
を
形
成
す
る
と
こ
ろ

い
ま
そ
の
す
べ
て

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
八
)

二
二
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
二
号
(
一
九
八
四
年
)

二
二
八

が
ノ
!
マ
ン
l

フ
レ
ン
チ
或
い
は
オ
ウ
ル
ド
I

フ
レ
ン
チ
に
由
来
す
る
も
の
、
と
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
然
し
乍
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
ニ
に
、
「
征
服
」
以
降
、
と
く
に
第
十
二
世
紀
後
半
か
ら
第
十
三
世
紀
初
葉
に
か
け
て
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
都
市
民
た
ち
の
間
に
お
け
る

ば
O
口
白
口
問
ロ
m
y
句
叩
円
印
。

E
ご】一
P
E
g
-
の
著
増
の
一
一
般
的
趨
勢
は
、
之
を
ハ
ッ
キ
リ
と
識
認
し
得
る
の
で
あ
る
。

認
で
、
こ
の
第
十
二
世
紀
か
ら
第
十
三
世
紀
に
か
け
て
は
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
諸
地
域
に
於
け
る
と

同
様
、
そ
こ
に
都
市
の
著
し
い
発
展
が
見
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
こ
の
国
の
ボ
ロ
ウ
は
、
い
ま
夫
れ
が
主
の
直
轄
領
(
札
口
‘

選
出
足
ミ
ミ

h
a〉
の
一
部
を
形
成
せ
る
限
り
、
こ
の
国
の
王
権

(
B
S
R岳山
g
-
S
F
O吋
比
一
己
に
対
す
る
夫
れ
の
最
も
重
要
な
る
行
政
的

責
任
に
属
す
る
事
項
と
し
て
、
抑
ミ
如
何
な
る
財
政
上
の
責
任
を
帯
び
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

元
来
、
ノ
ル
マ
ン
朝
成
立
期

l
iウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
玉
の
時
代
に
於
て
は
、
ポ
ロ
ウ
は
、

マ
ナ
と
ひ
と
し
く
、
今
や
征
服
王
が
そ
の
徴

収
権
を
ア
ン
グ
ロ
ウ
I

サ
タ
ソ
ン
の
諸
先
王
よ
り
相
続
せ
る
所
の
最
も
貴
重
な
一
る
遺
産
の
一
っ
た
る
、
か
の
置
接
国
税
u

地
租
の
デ
イ
ン

ゲ
ル
ト
を
納
付
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
は
、
「
ド
ヲ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

ブ
ク
」
の
之
を
明
ら
か
に

v

示
し
て
い
る
所
で
あ
る
。

而
し
て
斯
か
る
ゲ
ル
ド
の
徴
収
は
征
服
王
の
息
子
た
ち
に
依
っ
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
そ
の
第
四
子
の
へ
ン
リ
一
世

の
治
世
の
一
三
一

O
年
の
財
務
府
(
関
与

2
5与
の
記
録

q
f
o
E
C
-
-比
の
種
の
記
録
の
現
存
す
る
最
古
の
も
の

1
1に
於
て

は
、
争
は
や
此
の
デ
イ
ン
ゲ
ル
ド
は
ボ
ロ
ウ
に
お
い
て
お
翼
民
N
S
S
Q
S
S
F
Q包
員
の
ち
に
笠
宮
也
S
S〕
と
称
せ
ら
れ
る
所
の
臨
時

の
献
金
口
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
日
到
っ
て
い
る
。
而
じ
て
、
、
へ
ン
リ
二
世
は
、
前
詔
財
務
府
記
録
の
再
び
現
わ
れ
る
其
の
治
慢
の
第
二
年

(
一
一
五
五
|
五
六
)
、
更
に
第
八
年
ハ
一
一
六
一
1
1
六
二
)
の
両
度
に
亘
っ
て
デ
イ
ン
ゲ
ル
ド
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
此
の
後
者
の
第
八
年
の

徴
収
を
-
最
後
に
、
デ
イ
ン
ゲ
ル
ド
は
永
久
に
文
書
の
上
か
ら
そ
の
姿
を
消
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

い
ま
J

ヘ
ジ
リ
一
世
治
世
の
一
一
一
ユ

O
年
の
財
務
府
記
録
に
拠
っ
て
、
当
時
の
ボ
ロ
ウ
を
、
バ
ロ
ン
の
手
中
に
在
っ
た
と
こ
ろ
の
プ
リ



夫
れ
ら
が
各
と
負
担
せ
る
さ
迄
札
尽
き
の
額
の
多
寡

l
l王
の
財
政
へ
の
夫
れ
ら
各
ボ
ロ

(
叫
)

ウ
の
貢
献
度
に
従
っ
て
、
等
級
づ
け
る
と
す
る
と
、
左
表
の
如
き
も
の
が
得
ら
れ
る
。
(
単
位
ポ
ン
ド
〉

ス
ト
ル
・
レ
ス
タ
の
ご
と
き
も
の
を
除
い
て
、

ロ

ン

一二

G

ド

ン

ウ

イ

ン

チ

ス

タ

入。

四

ヨ‘リ

ン

六

O

カ

ンク

四
0 

五

。。

ツ

ヂ

ノ

リ

_._ 
ノ、

オ

ク

ス

フ

ォ
r

ドも

_._ 
J、

二

O

キ
干
ン
タ
。
ぺ
リ

占

ノ、

ほ
二

O

コ
ル
チ
ェ
ス
グ
の
c
r
yゆ
凹
H
A
W
3

何
回
目
・

七

五

グ

ス

ロ

タ

七

ウ
ォ
日
立
ン
グ

7
ォ
下

4
q
m
w
E
口
問
問
。
邑
・
切
耳
目
向
田
・

玉

月、

ケ
イ
ム
プ
リ
デ
の

ω
Bげ
吋
広
間
0
・
の

U
S
E
-

九

C 

セ
ト
ア
ォ
ド

4HHE問
。
己
・
月
ム
宵
同
・

九

〆
i
サ
ン
プ
タ
一
ン

2
0丘
町
田
同
国

]ug♂
Z
0
3
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世
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治
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よ
り
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終
年
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八
九
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に
至
る
ま
で
の
一
連
の
財
務
府
記
録
に
拠
っ
て
、
同
様

当
時
の
ボ
ロ
ウ
を
、
夫
れ
ら
が
各
と
負
担
せ
る
所
の
さ
ミ
ロ
ミ
誌
の
平
均
額
の
多
寡
|
|
玉
の
財
政
へ
の
夫
れ
ら
各
ボ
ロ
ウ
の
貢
献
度
に

(
拙
)

従
っ
て
、
等
級
づ
け
る
と
す
る
と
、
左
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の
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の
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。
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い
ま
右
の
二
表
を
比
較
し
て
み
る
と
、
先
ず
第
一
に
、
へ
ン
リ
一
世
治
世
の
第
十
二
世
紀
前
半
と
へ
ン
リ
二
世
治
世
の
同
世
紀
後
半
と

で
は
、
そ
の
間
に
、
総
体
と
し
て
王
の
財
務
府
に
き
江
庶
民
遣
を
納
め
る
べ
き
ボ
ロ
ウ
の
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

次
に
質
的
に
、
斯
か
る
ボ
ロ
ウ
の
霊
長
N
Sミ
負
担
能
力
の
一
般
的
な
向
上
が
顕
著
で
あ
る
。
と
云
う
こ
と
は
、
此
の
間
に
於
け
る
一
般

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ボ
ロ
ウ
の
自
由
都
市
民
層
の
著
し
い
成
長
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
言
を
侯
た
な
い
。
ま
こ
と
に
此
の
富
裕
な
る
都
市

の
王
へ
の
献
金
に
関
す
る
財
政
的
能
力
こ
そ
は
、
い
ま
へ
ン
リ
二
世
治
下
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
当
時
西
欧
に
お
け
る
最
も
繁
栄
せ
る
統
一

王
国
た
ら
し
め
た
と
ニ
ろ
の
言
わ
ば
》
』
守
3
遠
足
達
さ
己
申
凡
な
《
を
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。

百
九
に
、
個
々
の
ポ
ロ
ウ
に
就
い
て
い
ま
前
掲
両
表
を
比
較
・
検
討
し
て
み
る
と
、
一
先
ず
目
を
引
く
の
は
、
依
然
第
一
位
の
座
を
占
め
る

ロ
ン
ド
ン
が
一
二

0
ポ
ン
ド
よ
り
平
均
六
六

0
・
五
ポ
ン
ド
へ
と
そ
の
き
い
え
N
G遣
の
献
金
額
を
飛
躍
的
に
増
大
せ
し
め
て
い
る
一
方
、
ヨ

ウ
イ
ン
チ
ス
タ
が
、
そ
の
献
金
額
に
於
て
一
一
一
二

O
年
当
時
と
ほ
げ
同
一
水
準
を
維
持
し
つ
つ
も
、
順
位
に
於
て
今
や
第
二
位
よ
り
第
八

位
に
一
挙
に
顛
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
名
目
上
は
兎
も
角
と
し
て
、
事
実
上
王
国
の
首
都
が
今
や
ヘ
ン
弘

二
世
時
代
以
降
漸
く
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
よ
り
ロ
ン
ド
ン
へ
推
移
し
ゆ
く
実
情
を
想
察
し
得
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
ノ
リ
ッ
ヂ
は
第
五
位
よ
り

第
三
位
へ
、
ノ

l
サ
ン
ブ
タ
ン
は
第
九
位
よ
り
第
五
位
へ
と
執
れ
も
躍
進
し
て
い
る
が
、
い
ま
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
グ
ロ
ス
タ
・
オ

ク
ス
フ
ォ
ド
・
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
・
ケ
イ
ム
ブ
リ
デ
等
の
古
い
ポ
ロ
ウ
に
つ
づ
く
所
の
第
十
三
位
以
下
の
廿
三
の
ボ
ロ
ウ
の
う
ち
、
そ
の
十

五
ま
で
が
今
や
新
た
に
登
場
せ
る
と
こ
ろ
の
ボ
ロ
ウ
に
属
し
、
而
も
猶
、
そ
の
際
こ
れ
ら
十
五
の
ボ
ロ
ウ
の
う
ち
に
は
、
グ
リ
ム
ズ
ピ
・

ニ
ュ
ウ
カ
1
ス
ル
・
ス
カ

l
プ
ラ
・
ケ
イ
ス
タ
・
ォ
!
ブ
ォ
ド
の
如
く
、
イ
プ
ス
ウ
ィ

y
チ
同
様
東
部
海
岸
の
沿
海
都
市
が
合
ま
れ
て
居

る
こ
と
、
是
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
-
へ
ン
リ
二
世
時
代
に
入
っ
て
今
や
又
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
が
漸
く
南
部
海
岸
の
代
表
的
な
沿
海

都
市
と
し
て
き
H
ね
凡
泣
き
の
献
金
表
の
上
に
、
現
わ
れ
来
た
る
こ
と
と
共
に
、

中
世
都
市
ウ
f

ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
八
U

わ
れ
わ
れ
を
し
て
、
比
の
時
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
大
陸
本
土

一一一一一
戸

一
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一
六

既
に
「
征
服
」
以
前
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
陸
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
と
の
政
治
的
交
渉
関
係
を
通
乞
其
の
ウ
イ
ン
テ
ス
タ
ー
ル
プ
ン
路
線

の
一
結
節
点
と
し
て
枢
要
な
る
位
置
を
占
め
た
る
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
が
、
別
し
て
「
征
服
し
以
降
今
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
陸
貿
易
上

一
つ
の
重
要
な
る
拠
点
を
形
成
し
て
、
そ
こ
に
ノ
!
マ
ン
i

フ
レ
ン
チ
の
居
留
民
地
区
|
|
フ
レ
ン
チ
ー
ク
ォ
!
タ
公
言
芯
¥
言
言
な
言
。

(
叫
)

を
現
出
せ
し
め
る
に
到
っ
た
迄
の
経
緯
に
就
い
て
は
、
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
の
之
を
詳
ら
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
此
の
港
市
に

は
当
時
、
多
数
の
ノ
ル
マ
ン
人
が
来
住
し
て
都
市
民
の
主
要
部
分
を
構
成
し
、
愛
に
璃
来
三
世
紀
以
上
に
亘
っ
て
ノ

I
マ
ン
1

フ
レ
ン
チ

或
い
は
ア
ン
グ
ロ
ウ
フ
レ
ン
チ
を
し
て
都
市
民
の
公
用
語
た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
|
|
今
日
現
存
す
る
比
の
市
に
関
す
る
最
古
の

地
方
文
書

C
o
s
-
5
8
E
6
は
そ
の
殆
ど
す
べ
て
が
比
の
言
語
で
書
か
れ
て
い
て
、

そ
の
中
に
は
い
ま
、

か
の
商
人
ギ
ル
ド
の
慣
習
法

(
。
三
宮

8
2る
を
含
む
所
の
一
三

O
O年
噴
成
立
の
有
名
な

d
Q
F
F忌
ミ

F
ミ
ぎ
さ
』
芸
、
(
。
。
・

S
H
U白己
ω宮門同
0
3
ω
4
0目
的
-
u

(
冊
)

ω。
5HH山
H
H
G
S
P
H
N
O
S
E
ω
2
F
o
q
H
Uロ
σ口問・袖

HUE-HH)
も
亦
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

認
て
、
比
の
港
市
の
第
十
二
世
紀
に
お
け
る
大
陸
貿
易
を
概
観
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ル
地
方
の
ア
ン
ヴ
ェ
ー
ル
・
ガ

ン
・
ア
リ
ュ

i
ジ
ュ
等
に
向
け
て
は
、
羊
毛
1
i
-
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
を
囲
擁
す
'
る
ハ
ン
プ
シ
ァ
丘
原
、
ソ

l
ル
ズ
ベ
リ
を
囲
樟
ナ
る
ウ
ィ
ル

ト
シ
ァ
の
白
塁
質
の
牧
草
地
帯
の
夫
々
生
産
す
る
と
こ
ろ
の
ー
ー
を
輪
出
し
、
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ル
地
方
か
ら
は
毛
織
物
そ
の
他
高
官
修
品
を
輸

入
し
た
。
次
に
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
地
方
の
ル
ア
ン
・
カ
I
ン
等
に
向
け
て
は
、
同
様
ハ
ン
プ
シ
ァ
・
ウ
ィ
ル
ト
シ
ァ
両
州
産
の
羊
毛
を
輸

出
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
ル
ア
ン
か
ら
は
葡
萄
酒
を
、
カ

i
ン
か
ら
は
石
材
l
l
a
石
灰
岩
・
粘
板
岩
等
の
建
築
資
材
を
輸
入
し
た
。
そ

う
し
て
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
ブ
ル
タ

i
ニ
ュ
∞

B
S官
-O

両
半
島
の
中
間
の
海
面
に
詑
ぶ
、
海
峡
諸
島
の
ガ
!
ン
ジ
ィ

c
g一円ロ目。
u
J

ヂ



ヤ
}
ジ
ィ
』
0
2
4
両
島
、
そ
の
奥
に
潜
む
港
市
サ
ン
!

?

l

ロ

p・
足
ω】
。
に
向
け
て
は
、
羊
毛
の
ほ
か
、
大
陸
に
於
け
る
王
の
諸
領

の
衛
成
地
に
対
す
る
食
糧
補
給
の
た
め
エ
イ
ル
・
家
畜
・
塩
漬
け
の
鹿
肉
そ
の
他
を
輸
出
し
て
、
そ
の
見
返
り
に
亡
れ
ら
諾
地
の
石
材
を

(
制
)

輸
入
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
遠
く
バ
ル
ト
海
方
面
に
も
羊
毛
の
輸
出
を
行
い
、
同
方
面
ず
り
は
木
材
を
輸
入
し
て
い
る
。

ヘ
ン
リ
二
世
の
即
位
前
夜
に
お
け
る
エ
レ
オ
ノ

l
ル
l

ダ
キ
テ

i
ヌ
と
の
結
婚
ハ
先
述
)
は
、

西
部
フ
ラ
ン
ス
の
幾
つ
か
の
大
葡
萄
酒

生
産
地
帯
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
主
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
と
な
っ
て
、
愛
に
此
処
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
に
も
フ
ラ
ン
ス
産
の
ワ
イ
ン
の
将
来

を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
夫
れ
に
伴
っ
て
、
従
来
の
ノ
ル
マ
ン
人
以
外
の
大
陸
諸
地
の
商
十
八
た
ち
が
ま
た
此
の
港
市
に
来
住
す
る

J

に
到
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
奇
妙
な
事
に
は
、
当
初
は
優
良
な
ガ
ス
コ

I
ニ
ュ
産
葡
萄
酒
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
市
場
に
於
て
さ
ま
で
歓
迎
さ

れ
ず
、
第
十
二
世
紀
末
迄
は
却
っ
て
ポ
ア
ト
ゥ
産
の
ワ
イ
ン
が
一
般
に
最
も
人
気
が
有
り
、
夫
れ
は
ポ
ア
ト
ゥ
地
方
の
ラ
l

ロ
シ
子
i
ル

E
H
g
n
Zロ
港
か
ら
盛
ん
に
積
出
さ
れ
た
。
併
し
乍
ら
、
此
の
貿
易
は
、

へ
ン
リ
二
世
の
袈
後
そ
の
第
二
子
の
リ
チ
ャ
ド
一
世

E
n
F

ωEH(吋
・
ロ

g
t
g〉
の
治
世
を
経
て
へ
ン
リ
の
第
四
子
の
前
記
ヂ
ョ
ン
王
の
時
代
に
彼
が
フ
ラ
ン
ス
主
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
吋

EH芯
官

ロ
(
吋
・
ロ

giHNNω
〉
と
争
っ
て
一
二

O
四
年
迄
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
・
ア
ン
ヂ
ュ

l
・
メ

l
ヌ
・
ト
ゥ
レ

i
ヌ
・
ポ
ア
ト
ゥ
な
ど
ギ

f
f
エ

ン
ヌ
・
ガ
ス
コ
!
ニ
ュ
を
の
ぞ
く
大
陸
の
所
領
を
悉
く
喪
失
す
る
に
到
る
と
と
も
に
、
禁
圧
せ
ら
れ
、
愛
に
ヂ
ョ
ン
は
、
そ
の
結
呆
と
し

て
生
じ
た
所
の
ワ
イ
ン
貿
易
の
快
損
を
、
ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
に
お
け
る
英
勢
力
の
拠
点
ボ
ル
ド
ー
市
に
対
し
商
業
特
権
を
許
奥
す
る
こ
と
に

依
っ
て
、
補
填
せ
ん
と
企
て
た
。
斯
く
し
て
、
一
一
二
三
年
、
ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
か
ら
の
最
初
の
積
荷
が
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
港
に
着
き
、

次
い
で
翌
一
四
年
に
は
プ
リ
ス
ト
ル
港
に
も
到
来
し
た
。
比
の
第
十
三
世
紀
初
葉
こ
の
か
た
ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
産
ワ
イ
ン
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
詰
市
場
を
制
す
る
に
到
り
、
同
世
紀
末
迄
に
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
、

ハ
ル
出
口
F
J円
耳
目
内
田
・
・
プ
リ
ス
ト
ル
と
並
ん
で
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
主
要
な
ワ
イ
ン
貿
易
港
た
る
に
到
っ
た
。
此
の
時
代
此
の
港
に
は
常
時
ボ
ル
ド
ー
・
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
切
ミ
oロ
問
。
の

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
。
フ
タ
ン
(
八
〉

ニ
三
七
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二
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八

商
般
隊
が
碇
泊
し
、
市
に
は
ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
の
商
人
た
ち
が
定
住
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
本
国
の
ガ
ス
コ

l
ニ
ュ
人
は
、
此
の
ワ
イ
ン

貿
易
の
利
益
を
い
や
が
上
に
も
増
大
せ
し
め
ん
も
の
と
、
総
て
を
犠
牲
に
し
て
ボ
ル
ド
ー
周
辺
一
帯
の
地
域
を
挙
げ
て
葡
萄
園
に
転
換
し

た
。
そ
の
結
果
、
彼
等
に
と
っ
て
不
可
故
な
穀
類
の
生
産
に
要
す
る
所
の
土
地
に
事
飲
く
状
況
と
な
り
、
彼
等
は
、
そ
の
穀
物
の
供
給
を

(
明
)

サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
そ
の
他
を
通
じ
て
専
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
依
存
す
る
の
己
む
な
き
に
立
ち
到
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
斯
か
る
遠
隅
地
貿
易
(
目
。
お
E

門日目的け

8
2
可
包
oh
司

O
B
E
E
o
C
の
盛
行
の
状
況
下
に
、
当
時
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
の
商

人
た
ち
は
、
日
常
的
に
如
何
な
る
商
業
特
権
を
享
受
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

此
処
に
、

へ
ン
リ
二
世
の
治
世
時
代
の
初
年
、

一
五
四
年
か
ら
六
六
年
の
間
に
王
が
比
の
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
の
市
に
典
え
た
所
の

一
つ
の
チ
ャ

l
タ
が
達
さ
れ
て
い
る
。
夫
れ
に
は
、
「
朕
は
、

ハ
ン
ブ
タ
ン
の
朕
が
人
民
た
ち
ハ

E
S
E
g
s
o
-
。
。
回
目
己
0
5
)
の
、
朕

が
祖
父
へ
ン
リ
〔
一
世
〕
王
の
時
代
に
夫
れ
ら
を
最
も
良
く
且
つ
最
も
自
由
に
且
つ
最
も
安
穏
に
有
せ
し
ご
と
く
(
即
日
円
丘
町
田

σ
5
2
E

Bm曜日目
5
0昨
日
目
宮
ユ

5
2
A丘
町
込
苫
印
円
。
呂
田
)02
閉
山
品
目
白
出

g
ユ
門
戸
川
同
三
目
。
。
、
彼
等
の
ギ
ル
ド
並
び
に
陸
上
・
海
上
に
お
け
る
一
切
の

彼
等
の
諸
特
権
と
慣
習
諸
貢
租
〔
免
除
の
権
利
〕
と
を
お

E
H
E
S
回
5
5
2
0
5
p
g
ロ
宮
一
三
回

H
S
2
8
5
5円
E
E
g
g
s
-ロ
g
R
m
o円

L
か

Z
E
R
C、
然
く
十
分
に
且
つ
無
事
に
且
つ
正
当
に
且
つ
自
由
に

E
つ
安
穏
に
昆
つ
誉
れ
高
く

C
S
Zロ
0
2
E
宮

2

2
吉
弘

0
2

ロぴ

0
5
2
門田
E
2
0
0昨日
MODO円
区
内
岳
、
有
し
且
つ
保
つ
べ
き
こ
と
を
命
ず
な
円
2
6
z
s
c
o
p
-
-
:
-
F与
g
尽

2
8
5
E
C。
」
と
、
あ
る

(
崎
)

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
彼
の
跡
を
継
げ
る
リ
チ
ャ
ド
一
世
は
、
ま
た
、
即
位
勿
々
一
一
八
九
年
に
、
次
の
ご
と
き
テ
ャ

l
タ
を
こ
の
市

に
発
給
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
の
我
等
が

(
l朕
の
)
都
市
民
た
ち
守
口
吋
喝

5
2
5田
区
。
。

ω
E
g
s
gる
は
、

陸
上
に
於
け
る
と
同
様
水
上
に
於
て
も

(
S
S
Z
芯
江
田
β

口出
B
E
E
-
C目的〉、

諸
と
の
定
期
市
に
於
け
る
と
同
様
諸
と
の
市
場
に
於
て

も
ハ

S
S
E
向。江戸田

A
5
5
E
5
2
g
t品
、
市
場
税
ま
た
通
行
税
ま
た
橋
梁
通
行
税
を
ハ
仏

o
s
o
-
2
8
0仲
間
出
部
品
目
0
2句
g
g岡山
O〉、



と

な

た

か

な

た

し
か
う
し
て
、
海
の
比
方
の
側
ま
た
彼
方
の
側
の
す
べ
て
の
我
等
が
ハ
!
朕
の
)
土
地
を
通
じ
て
又
す
べ
て
の
我
等
が
〈
!
朕
の
〉
支
配
権

〔
に
属
す
る
地
域
〕
を
通
じ
て
、

一
切
の
世
俗
の
慣
習
諸
貢
租
を
(
立
す

O
B巴

8
2
E江
口
Oロ印
g
Z
2
5
2
H
U
2
0
5ロ
g

g
吋門知的

DOm可
g
n
z
g
H回目円
0
2
巳
円
円
山
叩
仲
間
M
2
0
5ロ
OHHHMVOけ

0
m
g円。
HHH
ロ
O凶
H
3
2
)、

(
似
)

を
朕
は
弦
に
命
ず
る
と
。

免
除
せ
ら
る
べ
き
こ
と
公

g仏
:
:
:
由
吉
伸

D
E
2
0」

此
れ
ら
を
通
じ
て
概
し
て
そ
こ
に
一
般
的
u

抽
象
的
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
当
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
市
の
ギ
ル
ド
を
結
成
せ
る
所

の
都
市
民
た
ち
の
享
受
せ
る
商
業
特
権
は
、
更
に
此
の
時
代
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
同
様
大
陸
貿
易
に
従
事
せ
る
(
先
述

γ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

東
部
海
岸
北
部
の
タ
イ
ン
河
口
な
る
同
じ
く
沿
海
部
市
一
一
ュ
ウ
カ

i
ス
ル
の
事
例
を
見
る
こ
と
に
依
っ
て
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
に
よ
り
一
層

(
価
)

具
体
的
且
つ
即
物
的
に
認
識
せ
ら
れ
る
。
へ
ン
リ
二
世
の
治
世
年
間
に
成
れ
る
と
こ
ろ
の
一
記
録
に
現
わ
れ
る
事
例
で
あ
っ

夫
れ
は
、

て
、
「
以
下
は
、
ニ
ュ
ウ
カ
!
ス
ル
l

ア
ポ
ン
l

タ
イ
ン
の
都
市
民
た
ち
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
へ
ン
リ
〔
一
世
〕
の
時
代
に
有
せ
し
と
こ
ろ

の
、
且
つ
彼
等
が
現
在
猶

E
当
に
有
す
る
と
こ
ろ
の
、

法
並
び
に
慣
習
な
り
(
同
S
E
E
-担
問

2
2
8
5
5門

E
E
Z
門
吉
田
回
国
ロ
品
g
t

由。∞

ZOJ1山
口
目
印
件
。
巨
田
口
旬
。
円
斗
吉
田
HHMrmHH)ロ叩門戸
H
E
Z
H
H
6
0円
。
問
。
ロ
ユ
円
山

HNO阿
佐

〉口四日目白
0
2
v
mげ
O円
。
仏

Oず
O
E
U」
で
始
ま
る
、
此

の
時
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ボ
ロ
ウ
の
慣
習
法
令
室
主
町
立
忌
言
。
に
関
し
て
凡
そ
最
も
念
入
り
旦
つ
詳
細
な
る
記
述
を
提
供
す

る
所
の
比
の
記
録
中
に
は
、
例
え
ば
そ
と
に
い
ま
同
「
若
し
戎
る
商
船
に
し
て
タ
イ
ン
河
口
に
寄
港
し
て
、
荷
揚
げ
を
行
は
ん
こ
と
を
望

む
と
せ
ん
か
、
都
市
民
た
ち
に
彼
等
が
欲
す
る
所
の
物
を
購
ふ
こ
と
が
許
さ
る
べ
き
な
り

3
-
5
4
2
与
昆
-
dロ
O
B
5
3℃ロ
2
0吋ロ

き
P040-一
ご
芦
田
n
o
a
2
P
ロ
門
旦

σ日
常
5
5
5
0
5巾吋
O
A
C
O仏
〈
己

5
江
口
片
)
」
、
又
、
川
「
如
何
な
る
商
品
に
も
せ
よ
い
ま
一
隻
の
商
船

の
海
路
賢
ら
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
船
上
に
て
売
ら
る
べ
き
と
こ
ろ
の
塩
・
鯨
の
類
を
除
き
、
す
べ
て
陸
地
に
運
び
上
げ
ら
れ
ざ
る
べ
か

ら
ず
ハ

ρ
三
円
必
巳
門
H
5
2
3
E
3
0
5
4
F
m
]
)
R
B
R
o
p己
40M円
。
吋
円
円
包
ぢ
円
5
5
品
。
げ
え
片
足
己
目
}
3
2
0吋
凶
即
日
呉
川
弘
ぽ
口
(
門
戸
口
旬
。
)
仏

φ
σ
2

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
八
)

二
三
九
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二
四
Q

4
0
Eご
ロ

g
i
B・
)
」
、
又
、

的
「
い
ま
一
人
の
都
市
民
以
外
如
何
な
る
商
人
も
市
外
に
て
羊
毛
或
い
は
皮
革
或
い
は
そ
の
他
の
商
品
を

購
入
す
る
こ
と
を
得
ず
、
又
、
彼
は
夫
れ
ら
を
都
市
民
た
ち
よ
り
す
る
場
合
の
ほ
か
は
ボ
ロ
ウ
内
に
て
購
入
す
べ
か
ら
ず
〈
冨
2
2
5円山口ー

門
戸
忘
的
立
回
目
ぴ
号
向
。
口
町
仲
田
口
Oロ
ち
な
白
け

OM円門
g
i
-
-
υ
5
0
5
2
0
D
o
n
-目
5
5
ロ
2
0
0吋
Hm
ロゅの

5
2
S
H
2
u
m
H
E回
目
巾
ニ
ロ
片
山
ヴ
ミ
関

c
g

巴
丘
ず
己
円
m
o
g
-
σ
5・
〉
」
、
又
、

ω
「
い
ま
一
人
の
都
市
民
以
外
如
何
な
る
者
も
染
色
の
た
め
に
織
布
を
購
入
し
、
或
い
は
之
を
制
作
し
、

或
い
は
又
之
を
裁
断
す
る
こ
と
を
得
ず

(
Z己
宮
田
口
広
ぴ
号
四
g
回
目
回
目
討
す
ユ
H
O
B
O吋
O
汁
。
紅
白
包
江
口
m
g
a
g
D
2
貯
3
8
ロ
R

moss-)」
、
の
如
き
規
定
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
同
は
交
易
の
自
由
を
、

ωと
川
と
は
ボ
ロ
ウ
の
交
易
に
関
す
る
禁
制
(
切
回
目
。

を
、
同
は
都
市
民
の
交
易
の
独
占
権
|
|
外
国
商
人
に
対
す
る
規
制
を
、
夫
々
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
此
の
ニ
ュ
ウ
カ
l
ス
ル
の
慣
習
法
の
記
録
に
は
、
右
の
如
き
商
業
特
権
に
関
す
る
規
定
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
ま
た
ボ
ロ
ウ
の

法
的
"
司
法
的
特
権
に
関
す
る
規
定
も
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
同
「
当
ボ
ロ
ウ
に
於
て
発
去
す
る
一
所
の
訴
訟
は
、
王
の
主
権
に
属
す
る

所
の
夫
れ
ら
(
訴
訟
〉
を
除
き
て
、

問
。
間
口
円
四
己
HM昨日
σ
5
0
5
窓口
S
ロ門戸吋

OHmHHUDH耳
目
〕
B
2
2
5釦
門
吉
田
ゆ
凹
ロ
旦
円
。
円
0
5
0
H
G四目的・)」、

其
処
(
当
ボ
ロ
ウ
)
に
於
て
判
決
せ
ら
れ
、
終
結
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
(
目
白
己
S
2
5
0
E
σ
5
a

た
れ

又、

ω
「
い
ま
若
し
誰
か
或
る

都
市
民
に
し
て
何
等
か
の
訴
訟
申
立
書
に
関
し
て
訴
へ
ら
れ
ん
か
、
彼
は
、
裁
判
所
を
快
如
す
る
場
合
を
除
き
、
当
ボ
ロ
ウ
の
外
部
に
於

て
中
し
聞
き
を
為
さ
ざ
る
べ
し
(
虫
色
E
C
Z
ヴ
号
回
目
富
山
田
心
。
即
日

2
5
-
c
ρ
5宮
山
口
唱
。
-
Z
E♂

gp
立問。

-su~ZMRω
ぴ戸円四ロ
S
巴
巳

。以内
H
o
r
n
E
2ユ
ω0・
)
」
、
又
、

同
「
一
人
の
都
市
民
は
彼
の
土
地
を
〔
他
人
に
〕
贈
輿
し
、

ま
た
売
却
し
て
、

彼
の
欲
す
る
処
へ
自
由

に
且
つ
安
積
に
立
ち
去
る
こ
と
を
得
べ
し

l
l若
し
夫
れ
(
当
該
土
地
)
に
し
て
い
ま
異
議
申
立
て
の
状
態
に
な
か
り
せ
ば
(
|
|
彼
の
当

。昨日吋
O
A
C
o
g
-
5号

E
8
2
2
D
E
2
0・
己
回
目
的
ト
ニ
ロ

gHEHHH己白・)」、

該
土
地
に
対
す
る
権
利
に
し
て
異
議
を
申
立
て
ら
る
る
こ
と
な
く
ん
ば
〉
(
切
員
四
O
B
F的
事
芯
込
合
g

g吋
8
5
2
m
B
2
4
8
a
o
g

(
価
)

ω
「
若
し
或
る
隷
農
に
し
て
当
ボ
ロ
ウ
に
居
住
す
べ

又、



く
来
り
、

(
町
)

百
し
て
当
ボ
ロ
ウ
に
一
年
と
一
日
の
臨
一
人
の
都
市
民
と
し
て
居
住

(
!
l土
地
を
保
有
〉
す
る
と
せ
ん
か
、

い
ま
彼
の
一
定

期
間
の
其
処
な
る
居
住
に
関
し
て
彼
と
彼
の
主
人
と
の
聞
に
事
前
に
合
意
の
存
せ
ざ
る
限
り
、

彼
は
爾
後
全
く
〔
当
ボ
ロ
ウ
に
〕
留
ま
る

べ
き
も
の
と
す
(
臼

2
2日門戸田山口

σロ品
0
3己
注
目
S
2
3
2
5
F
H
)印
円
山
口
口
戸
S
C
H
H
Z
B
O
H
円以

σ日
目
広
三

σ
正
常
E
F即
日
m
g
g叶

山口

σ日開
O
W
O
M
g
S
H
O
E
m
g
S
F
E包
官
吉
田
与
右
目

0
3日円四
O
B
E。田口
O
M
V
E
O
H
o
g
E
B
的
存
包
円
。
吋
B
Eロ
5
5
5
g
o円
0・
〉
」
の
ご

ム
}
長
己
、

即
ち
、

是
れ
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

仙
川
と
川
と
の
規
定
は
外
部
訴
訟
(
O
M
Z
吉
田
目
立

gる
の
否
定
|
|
州
・
郡
の
裁
判
所
の
管

轄
権
か
ら
の
都
市
の
独
立
を
、

ωの
規
定
は

aEH四
お
の
(
叩
ミ
哲
也
ど
さ
)
唱
売
却
の
自
由
を
、

ωの
規
定
は
一
年
と
-
日
の
居
住
に
由
る

都
市
民
特
権
守
口
吋
問
。
認
可
g
n
u
-
2
)
の
取
得
を
、
夫
々
一
世
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
当
時
、
数
々
の
商
業
特
権
を
享
受
せ
る
、
ギ
ル
ド
を
結
成
せ
る
と
こ
ろ
の
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
の
都
市
民
も
亦
、
い
ま
極
め

て
高
い
蓋
然
性
に
於
て
、
右
の
如
き
ニ
ュ
ウ
カ

i
ス
ル
l

ア
ポ
ン
l

タ
イ
ン
の
都
市
民
の
享
有
せ
る
も
の
と
同
様
な
ろ
、
法
的
自
司
法
的

特
権
を
定
め
し
享
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
彼
等
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
の
都
市
民
は
ま
た
、
財
政
的
特
権
を
も
之
を
有
し
て
、
州
奉
行
か
ら
財
政
的
に
独
立
す
る
に
到
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
、
い
ま
、
デ
ョ
ン
王
が
彼
の
治
世
の
第
一
年
の
一
一
九
九
年
に
此
の
市
に
奥
え
た
と
こ
ろ
の
一
つ
の
チ
ャ

1
タ
に
依
つ

て
確
詮
せ
ら
れ
る
。

1
1
1
そ
こ
に
は
、
「
肢
が
、
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
の
朕
の
都
市
民
た
ち
に
対
し
て
、

一
切
の
彼
等
に
局
す
る
と
こ
ろ

の
諸
特
権
並
び
に
慣
習
諸
貢
租
免
除
権
と
共
に
、

又
肢
の
父
へ
ン
リ
門
二
世
〕
王
時
代
に
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
前
記
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
市

に
属
し
た
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
も
の
と
共
に
、
爾
後
毎
年
聖
ミ
カ
エ
ル
の
祝
祭
日
(
|
ミ
ク
ル
マ
ス
、
九
月
二
十
九
日
)
に
朕
の
財
務
府
に
銀

貨
武
百
萌
を
納
め
る
こ
と
に
依
り
朕
及
び
肢
が
相
続
人
た
ち
よ
り
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
永
久
に
保
有
せ
ら
る
べ
く
、
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
市

を
ポ
l
ツ
マ
ス
港
と
共
に
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
永
久
に
授
奥
し
た
る
こ
と
を
、

心
得
よ
ハ
ω門戸山江田

D
8
8
5
2巴
go--::σ
ロ品

gm守口凹

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
八
)

二
四
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二

5
2江
田
門
目
。

ωロ
E
B
M
u
g
g
Jと
U
B
仏
め
∞
戸

H
E
g
g
s
m
a
m円
宮
山
ヨ
宮
司
叩

G
O
Z
E
H
H
n
c沼
田
}O三
戸
営
吋

OH円。
m
g
z
o
m
n
z
S
O
B
P
5
5

旬
。
門
江
口

g
t
Z
H
F百
三
田
内

5
5
2
ロ
σo江
∞
円
。
ロ

m
g
H
C門H
5
5
5
2広
三
回
庄
町

O
B
D
g戸田

ρ
5
0
m
w仏
骨

gmwHHH
門
出
口
付
回
ゆ
く
い

H-担
。
仏
。

ω
己
M
m
H
5
8
5
H
U
R江
口
叩

g
E
Z
5
3
3
出

g
ユnMHO凹
H印
宮
門
江
田
口
。
田
門
司

H汁

3
8合同
HHQO
ロ。ヴ

5
2
r
B丘
σロ
田
口
。
回
三
回
官
官
品

0・

E
ロ
自
主
骨
自
由

HU
円
o
b
a
g仏
0
百円
H
O
E
D
g
t
H
H
M
包

同

g
E
S
日
冨
REo--∞
包
印
門
戸
円
門
戸
円

E
B
D
O印け
2
5
門
吉
円
。
ロ
円
山
田

E)円
白
田
由
門

2
2

(
A
P
町
田
)

ロロぬ
2
c
g
)
と
、
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、
此
の
チ
ャ

i
タ
に
拠
っ
て
、
従
来
当
市
の
フ

7
1
マ
と
し
て
の
・
ハ

γ
プ
シ
ァ

シ

Z

P
フ

の
州
奉
行
(
或
い
は
そ
の
代
理
人
)
に
対
し
彼
の
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
毎
年
一
定
の
金
額
を
納
入
し
来
っ
た
と
こ
ろ
の
当
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ

エ
ク
ス
チ
エ
カ

ン
の
都
市
民
た
ち
が
、
ム
7

や
置
接
玉
の
財
務
府
に
対
し
て
毎
年
ミ
ク
ル
マ
ス
当
白
銀
貨
二

0
0ポ
ン
ド
を
納
む
る
に
到
ワ
た
こ
と
、
換
言

す
れ
ば
、
今
や
当
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
の
都
市
民
た
ち
は
財
政
的
に
州
奉
行
の
管
轄
よ
り
離
脱
し
て
、
直
接
王
よ
り
彼
等
自
身
の
都
市
を

フ
ァ
ー
ム
す
る
と
こ
ろ
の
特
権
|
|
|
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
を
特
徴
づ
け
る
と
こ
ろ
の
か
の
》
守
き
宮
弔
λ
の
特
権
JY}
永
代
的
に
保

(
捌
)

謹
せ
ら
れ
た
こ
と
を
、
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
今
や
毎
年
二

0
0ポ
ン
ド
を
財
務
府
に
納
入
し
得
る
が
ご
と
き
資
力
を
有
し
、
大
い
な
る
程
度
記
於
て
州
の
行
政
よ
り
の

ば己
ODOBU¥
を
扇
ち
得
た
る
と
こ
ろ
の
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
、

そ
の
都
市
民
の
既
に
へ
ン
リ
一
世
時
代
以
来
久
し
く
商
人
ギ
ル
ド
と
し

「
征
服
L

よ
り
未
だ
二
世
紀
を
経
過
せ
ざ
る
第
十
三
世
紀
初

(
揃
)

菜
、
デ
ョ
ン
王
の
治
世
の
第
五
l
六
年
三
二

O
一
ニ
|
四
)
に
、
曽
て
ひ
と
た
び
本
橋
の
冒
頭
に
於
て
わ
れ
わ
れ
の
之
を
見
た
る
如
く
、
そ
の

て
輩
固
な
る
法
人
団
体
を
形
成
し
来
れ
る
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
は
、

蕊
に
、

商
人
た
ち
の
動
産
(
商
品
)
に
課
せ
ら
れ
た
る
十
五
分
一
税
の
税
額
l
七
一
二
ポ
ン
ド
三
シ
リ
ソ
グ
七
ペ
ン
ス
に
お
い
て
、

ま
た
彼
等
の

取
り
扱
い
た
る
貿
易
の
旦
一
塁
i
一
O
、
六
八
二
ポ
ン
ド
一
四
シ
リ
ン
グ
四
・
五
ペ
ン
ス
に
お
い
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
"
南
部
海
岸
の
諸

港
市
中
、

ロ
ン
ド
ン
、
ボ
ス
ト
ン
切
2
8
p
c
m
g
-
に
次
い
で
、
第
三
位
を
占
む
ろ
迄
に
到
っ
た
の
で
あ
っ
と
。

ハ
未
完
)
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し
よ
り
意
詩
的
で
あ
る
。
以
下
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ほ
ぼ
、
ス
タ
ブ
ズ
の
翻
刻
す
る
所
を
以
て
わ
れ
わ
れ
の
テ
ク
ス
ト
の
底
本
と
す
る
@

(
邸
)
こ
の
と
こ
ろ
、
原
文
は
芸
丸
公
営
的
な
れ
と
、
い
ま
テ
ク
ス
ト
〔
B
〕
(
前
註
参
照
〉
に
拠
っ
て
、
又
目
白
白
苫

S
と
し
て
課
す
。

2
・
切
田
口
由
円

pe-

円
弘
子

-HYHCω
・

(
釘
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こ
こ
の
と
こ
ろ
、
テ
ク
ス
ト
〔
B
〕
に
、
》
a
Z
E
E
-
H
5
2
ロ
ロ
白
色
白
円
2
3
5
Z
σ
C
H偶
D
H
g
g
E
Z《
と
あ
る
に
拠
る
@
Q
・
切
回
目

-
R
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弘
N
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九弘.、日
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制
〉
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目
♂
包
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u
b
b
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3
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-
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匂
-
H
N
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回
目
口
同
叶
au

包
-
w

ロ」守・町民同ニヲ

M
M
m
-

(
倒
)
こ
こ
に
謂
う
と
こ
ろ
の
「
フ
ァ
ー
ム
」
(
」
マ
き
る
な
る
語
の
意
義
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
著
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
初
期
経
済
史
の
諸
問
題
』
の
第

五
篇
「
虫
、
苦
ミ
ロ
考
」
、
第
六
篇
「
領
主
的
支
配
と
農
民
共
同
体
」
を
、
ま
た
》
」
品
、
苦
白
早
臣
、
h
H
《
に
つ
い
て
は
、
同
書
第
七
篇
「
虫
、
遺
品
。
白
書
千

円白円
S
放
」
、
と
く
に
そ
の
三

O
六
l
八
頁
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
な
お
、
デ
ョ
ン
の
一
一
九
九
年
の
チ
ャ

l
タ
獲
得
に
至
る
ま
で
の
、
当
サ
ウ
ス

ハ
ン
ブ
タ
ン
市
の
フ
ァ
ー
ム
の
徴
収
に
関
し
て
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』
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冊
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寸
目
F
M
J
F
同
ミ
E
S
S
N
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。
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「
ヂ
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